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特 集  糖尿病性腎臓病(DKD) Basic & Clinical up-to-date 2020 ～進化するDKD治療～

は　じ　め　に

　SGLT2阻害薬の臨床試験結果にみる

腎臓保護作用は，糖尿病および糖尿病

性腎症の診療・研究をしている者は誰

しも衝撃をもって受け止めているはず

である。臨床試験結果が先行し，さま

ざまなハイインパクトの情報を提供し

てくれたが，腎保護分子機構となると，

いまだ多くが未解明であり，さらなる

解析が求められる。今後の新しい治療

戦略構築のうえでも，SGLT2阻害薬に

相乗・相加効果が求められることは必

定であり，「Post-SGLT2 inhibitor Era」

に向けた新規治療戦略の開発研究が加

速される。本稿では，SGLT2阻害薬に

よる主に糖尿病性腎症に対する臨床・

前臨床研究を概説する。

Ⅰ．�SGLT2阻害薬：�
臨床試験から示唆された�
paradigm shift

　EMPA-REG OUTCOME1)の発表以

後，CANVAS Program2)，DECLARE-

TIMI 583)，CREDENCE4)と相次いで

SGLT2阻害薬の心血管イベント抑制

(主に心不全抑制)，腎保護作用が示

され，SGLT2阻害薬の評価は一変し

た。糖尿病の診断が確定していない収

縮不全を有する心不全症例に対する心

不全改善効果も示され5)，合併症進展

抑制の観点からSGLT2阻害薬はもは

や不可欠である。時代は「Post-SGLT2 

inhibitor Era」を迎えた。

　SGLT阻害薬による詳細な腎保護分

子機構に関する解析を臨床データから

最も提供しているのは，EMPA-REG 

OUTCOMEの腎に対するサブ解析で

ある。EMPA-REG OUTCOMEでは，

心血管疾患既往を有する２型糖尿病症

例にSGLT2阻害薬エンパグリフロジ
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